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１．あいさつ 

                          国際化事業推進委員会委員長 渡邉裕治 

                                                   （千葉県立京葉工業高等学校長） 

 

 本協会では昭和６０年代、産業教育１００周年記念事業として、海外研修事業委員会を設立し、国際

化推進事業に取り組み始めました。その後海外研修事業委員会を改組し、現在の国際化事業推進委員会

となっています。 

 産業の国際化に対応するため、韓国との工業教育に関わる教職員の交流に始まり、平成８年度より生

徒を海外に派遣しています。第１回は教員・生徒をアメリカ合衆国のニューヨーク州に派遣しました。

現在のような海外派遣は平成１８年度から始まりました。 

 第１回から１０回は語学研修を主な目的としてオーストラリアにて１６日間のホームステイ及び現地

学校での授業を実施してきました。第１１回目から派遣地・期間等を検討し、カナダ・アメリカ合衆国

に１０日間のホームステイ及び研修としました。今年度は１３回目となります。 

 

 我が国における近代の国際化は、明治維新から始まりました。明治は長い鎖国時代の後であり、西欧

諸国の文化を急速に取り入れた時代です。日本人の勤勉さ・意欲もあり、短期間で先進諸国と肩を並べ

ることが出来ました。残念ながら工業技術は一朝一夕には成らず、「メイドインジャパン」は長い間、粗

悪品の代名詞でした。第２次世界大戦後、再び急速な国際化が、主に文化・産業面で起こり「メイドイ

ンジャパン」は、今では優れた工業製品の代名詞となりました。これは私達の先駆者の筆舌に尽くし難

い努力・苦労の積み重ねによるものと思います。 

 

 そして「ものつくり」により優れた工業技術を確立した我が国が、「ものつくり」を今再び掲げて取り

組まなければならない状況に至っています。原因を熟考・分析・猛省すべきと考えられます。 

今、「ものつくり」は、国際化を抜きにしては考えられません。今までは市場を国際的に考えてきまし

たが、今後は製造地も含めて国際的視野に立って考え、新たな形の「メイドインジャパン」としなけれ

ば、我が国の工業は国際競争力に太刀打ちできません。 

 製造に携わる人材の育成を目指している工業高等学校の急務は、教員・生徒の国際感覚の育成であり、

このことは資源の乏しい我が国に於いて、その将来に大きく影響する極めて重要な事です。 

 先人の考え・行動を今こそ熟考・分析・猛省し実行すべきです。文化交流はどうであったか。産業界

におけるエンジニアは、商社マンは等々。現在は交通手段・情報化が目まぐるしく発展してきました。

環境は十分に整っています。 

 

 工業高等学校を卒業後、特に製造業に携わる場合はもちろん、他の業種においても、この国で生活す

る全ての人にとって、国際化社会に身を投じることは避けられません。 

 今回の海外研修に参加して生徒諸君は「国際」とは如何なものかを、おぼろげながら感じたことと思

います。一人ひとりが周囲の友人と将来の生活について真剣に議論し、相互に影響を及ぼしあいながら

具体的に行動する。そして、豊かな未来を実現することこそが、この取り組みの目指すところです。 

 

 全工協ではこれからも国際化事業の推進に努め、充実・発展させていきたいと考えています。今後と

も皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 



3 

 

２．はじめに 

                           国際化事業推進委員会委員 木南郁男 

                             (神奈川県立藤沢工科高等学校長) 

 

 国際化事業の推進は、昭和 60 年代に産業教育 100 周年事業として設立された海外研修事業委員会に

端を発し、今日では、急速に進展する国際化に対応するために、工業高校においても必然の取り組みと

して検討されています。 

生徒を海外に派遣する具体的な取り組みは、異国の文化や習慣を幅広く体験させ、相互理解と友好親

善に努める豊かな国際感覚を育成するとした文部省の支援をえて、平成８年に実施した第１回の生徒・

教員によるニューヨーク州への海外派遣から始まりました。 

その後、韓国との工業教育に関わる教職員の交流、国際協力機構(JICA)への協力、国際会議の共催や

参加等の国際交流事業を推進する取り組みからスタートに発展しました。 

今回のような高校生海外研修は、平成 13 年度から始まり今回で 13 回を数えます。第１回～第 10 回

は語学研修を主目的としてオーストラリアで 16 日間のホームステイ及び現地校での授業を軸に成果を

上げてきました。そこで第 10 回の実施を区切りとして、それまでの実施内容や参加者のアンケート結

果、今後の国際化の変化に対して工業高校生に求められるものは何か？等の観点から、今後の海外研修

内容が検討され、工業高校の海外研修としての特色ある内容の充実が図られることになりました。 

工業高校ならではの海外研修という狙いから海外の工業との接点を採り込むため、実施場所を北米エ

リアに変更し、工業に関係する海外の企業･施設や教育機関･学校の視察や訪問の機会も組み込むことと

なりました。具体的には、従来の異文化や多様な価値観・行動様式の理解の場としてのホームステイ、

現地校での授業や現地生徒との市街地生活体験に加え、工業系博物館、工業系技術学校の視察訪問、工

業関連企業の視察訪問、公共的環境対応技術施設の視察訪問が組み込まれました。 

また、昨年までのアンケート結果や同行者の意見を取り入れ、参加生徒の諸君に工業関連英語にも果

敢に親しんでもらう狙いから、いろいろな視察訪問の場では、現地人の英語での説明の際に、同時通訳

するのではなく、生徒に生の英語を聞いてもらい、英語で質問をしてもらう。理解不足の内容について

は、その後同行者に日本語で確認するといった取り組みも開始しました。更に、参加生徒の研修効果を

維持する狙いで、毎日の出来事や感想、気づいた事や考えた事等を記載してもらうノートを各１冊、配

布しました。毎日の出来事を通して、英会話の変化や価値観や行動様式の変化等、自分の変化・変容(例

えば寝言が英語に変わった！)等に、気づいてもらえる様、配慮しました。 

 一方で、昨年は、応募者・参加者の定員割れが見られたので、今回は、年度当初に、全ての工業高校

に海外研修のポスターを作成・配布したところ、参加定員の１.５倍の応募者があり、公正・公平に参加

者を決定しました。これは、全国の工業高校の生徒の国際化に対する関心の高さを示していると思われ

ます。 

  

本報告書では、研修概要の後に、参加者全員の報告が続きますので、事象の差異を知る→何故？→背

景を知る→事象を理解する→多様性を受容する→自分の行動様式の選択肢が増える等の研修を通じた生

徒の変容の一端を読み取っていただければと考えています。 

 引き続き一人でも多くの工業高校生が、近い将来に国際社会で自分の存在感を示し、活躍してくれる

きっかけとなるよう、海外研修事業を充実・発展させていければと考えています。 

皆様のご支援とご協力をお願い申しあげます。 
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3 第 13回高校生海外研修実施要項 

 

① 第 13回高校生海外研修実施要項 

１ 目    的 国際化時代を迎え、工業高校においては国際感覚や英会話能力を身に付ける教育が求め

られています。この様な社会状況に鑑み、本協会では工業教育の活性化を図る事業の一環

として本研修を実施します。 

２ 期    日 平成 25年 7月 23日（火）～8月 1日（木）の 10日間 

３ 研 修 地  カナダ（バンクーバー・サリー地区）、アメリカ合衆国（シアトル） 

４ 研修内容  英会話授業、学校内見学、企業視察、等 

５ 宿 泊 先  現地家庭（ホームステイ）、ホテル 

６ 経  費  350,000円（旅行費用、参加生徒 20名で算出、諸経費 7,000円含） 

       なお、空港施設使用税・保安サービス料等(11,000円)、燃料特別付加運賃(平成 24年 11

月現在52,000円)/航空保険料の経費は参加生徒負担7,000円を除いた額を全工協会が負

担する。 

７ 補 助 金 1）一律補助 選考された参加者に旅行費用として 100,000円を補助する。 

       2）その他上記補助に加えて 50,000円をジュニアマイスターゴールド顕彰者、リスニング

英語検定 1級合格者、高校生ものづくりコンテスト全国大会出場者、技術・アイデアコ

ンテスト入賞者（最優秀賞・優秀賞）、製図コンクール最優秀特別賞、高校生ロボット相

撲全国大会入賞者（優賞～3位）、ジャパンマイコンカーラリー入賞者（優賞～3位）に

奨学金として補助する。 

８ 応募条件  会員校の生徒（学校長推薦者とし、複数推薦の場合は推薦順位を記して下さい） 

９ 募集人員  20名 

10そ の 他 1）希望者は「海外研修参加申込書」並びに「応募理由」（Ａ4用紙 800字程度）を本協会

ＨＰよりダウンロードした用紙に記入し提出すること。 

       2）応募者多数の場合は委員会にて応募校原則 1名として、書類選考する。 

       3）研修中の公式行事・通学時は制服を着用すること。 

       4) 参加者は帰国後、各自報告書(協会指定の形式)を提出すること。 

11 応募締切 平成 25年 5月 17日（金） 

12 応募書類提出先・問い合わせ先 

        公益社団法人全国工業高等学校長協会 事務局長 木暮 守雄 

        〒102－0072  東京都千代田区飯田橋 2-8-1 

        TEL 03－3261－1500  mem01@zenkoukyo.or.jp 
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② 第 13回高校生海外研修における教員参加実施要項 

１ 目    的 国際化時代を迎え、工業高校においては国際感覚や英会話能力を身に付ける教育が求め

られています。この様な社会状況に鑑み、本協会では工業教育の活性化を図る事業の一環

として本研修を実施します。 

２ 期    日 平成 25年 7月 23日（火）～8月 1日（木）の 10日間 

３ 研 修 地  カナダ（バンクーバー・サリー地区）、アメリカ合衆国（シアトル） 

４ 研修内容  英会話授業、学校内見学、企業視察、等 

５ 宿 泊 先  指定のホテル（朝食付） 

６ 経  費  350,000円（旅行費用、諸経費 7000円含） 

７ 補 助 金 一律補助 選考された参加者に旅行費用として35万円の内130,000円を補助する。なお、

空港施設使用税・保安サービス料等(11,000 円)、燃料特別付加運賃(平成 24 年 11 月現

在 52,000円)/航空保険料等の経費は、参加者負担分を超えた分は協会が負担する。 

８ 応募条件  会員校の教員（学校長及び学校長推薦者） 

９ 募集人員  若干名（応募生徒数が 20 名に満たない場合に、20 名から生徒数を引いた人数を教員枠

として募集する。生徒で予定数が満たされた場合は教員枠無しとなる。） 

10そ の 他 1）希望者は生徒用の「海外研修参加申込書」並びに「応募理由」（Ａ4用紙 800字程度）

を本協会ＨＰよりダウンロードした用紙に記入し校長を通して提出する。 

        （保護者氏名、学年等について不必要な箇所は削除し、生徒氏名は応募者氏名とする。） 

       2）校長から推薦された希望者を委員会で書類選考して、校長を通して連絡する。 

       3）現地では引率者の指示に従い、原則として、生徒の日程に沿って行動するが、宿泊は

指定のホテルとする。 

        現地でのタクシー・路線バス・鉄道及び食事代等の雑費は各自負担とする。 

        休日及び生徒がホームスティ先に帰った後は各自のテーマに応じた行動とする。 

       4) 参加者は帰国後、各自報告書(協会指定の形式)を提出する。 

11 応募締切 平成 25年 5月 17日（金） 

12 応募書類提出先・問い合わせ先 

        公益社団法人全国工業高等学校長協会 事務局長 木暮 守雄 

        〒102－0072  東京都千代田区飯田橋 2-8-1 

        TEL 03－3261－1500  mem01@zenkoukyo.or.j 
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4 海外研修日程表 

 

 月日 曜

日 

発着地・滞在地 現 地

時間 

交通機

関 

行動予定・宿泊 食事 

1 7/23  火 成田空港集合 

結団式 

成田空港発 

 

バンクーバー着 

 

バンクーバー郊外 

午後 

 

夕刻 

 

午前 

航空機 

 

 

 

 

専用車 

成田空港指定場所に集合 

特別会議室にて諸注意・結団式 

 

〈日付変更線〉 

入国審査・手荷物受け取り 

研修地へ(途中ランチをとる) 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰと対面、 

各家庭へ分かれる 

〈ホームステイ泊〉 

 

 

機 内

2回 

 

昼 

 

夕 

2 7/24 水 バンクーバー郊外 終日 専用車 カナダ人学生とトピックを決めて英

会話、BCIT キャンパス見学(ﾘｯﾁﾓﾝ

ﾄﾞ)、ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭｺﾛﾝﾋﾞｱ大学見学・人類

博物館   〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

3 7/25 木 バンクーバー郊外 終日 専用車 ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰよりｼｱﾄﾙに向かう 

ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝ、ｾｰﾌｺ・ﾌｨｰﾙﾄﾞ(ﾏﾘﾅｰｽﾞ) 

見学        〈ホテル泊〉 

朝 

昼 

夕 

4 7/26 金 バンクーバー郊外 

シアトル 

終日 専用車 ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ社、航空博物館等見学後ﾊﾞﾝｸ

ｰﾊﾞｰに戻る 

〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

5 7/27 土 シアトル 

バンクーバー郊外 

終日  ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰと一緒に過ごす 

 

〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

6 7/28 日 バンクーバー郊外 終日  ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰと一緒に過ごす 

 

〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

7 7/29 月 バンクーバー郊外 終日 専用車 カナダ人学生と一緒にﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ市内、

ｽﾀﾝﾚｰﾊﾟｰｸ、ｷｬﾋﾟﾗﾉ吊橋などを散策     

〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

8 7/30 火 バンクーバー郊外 午前 

午後 

夕刻 

 現地企業見学 

現地学生と交流会 

さよならﾊﾟｰﾃｨ 〈ホームステイ泊〉 

朝 

昼 

夕 

9 7/31 水 バンクーバー郊外 

バンクーバー発 

午前 

午後 

専用車 

航空機 

出発まで自由行動 

待ち合わせ場所に集合、空港へ移動帰

国の途に      〈機中泊〉 

朝 

昼 

機内 

10 8/1 木 成田空港着 

解散 

夕刻  入国手続き後解散 機内 
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5 平成 25 年度海外研修ポスター 

 



8 

 

6 第１３回海外研修（カナダ・アメリカ合衆国）・結団式 

 

1 日 時   平成２５年７月２３日（火） １３：３０～１４：３０ 

2 会 場   成田空港 成田空港第１ターミナル  ４階有料待合室 

3 結団式次第                       司会（事務局長） 木暮 守雄 

(1)開式の言葉  国際化推進委員(埼玉県立狭山工業高等学校)   市川 孝 

(2)挨   拶  ①全国工業高等学校長協会・理事長(東京都立蔵前工業高等学校長)  豊田 善敬 

②国際化推進委員会・委員長(千葉県立京葉工業高等学校長)        渡邉 裕治 

4 引率者紹介 ①国際化推進委員(東京都立墨田工業高等学校長)               加藤 秀次 

     ②国際化推進委員(神奈川県立藤沢工科高等学校長)              木南 郁男 

③ツアー添乗員(ＩＳＳ(株)国際交流センターツアーリーダー)       鈴木 沙織 

5 参加生徒自己紹介                          生徒１９名 

6 生 徒 宣 誓 千葉県立東総工業高等学校 情報技術科 ３年 小川 太一 

7 第１３回海外研修(カナダ・アメリカ合衆国)の全般的な諸注意 

ＩＳＳ（株）国際交流センター                     中山 力洋 

７ 閉会の言葉 国際化推進委員 

８ 出席者  理事長：豊田善敬 国際化推進委員：渡邉裕治・加藤秀次・木南郁男・市川 孝 

事務局：木暮守雄・長田匡央  ＩＳＳ(株)：中山力洋・鈴木沙織 

研修参加生徒：１９名 

  都道府県 学校 科  学年 

1 北海道 函館工業 建築 3 

2 宮城 気仙沼向洋 機械技術 3 

3 茨城 総和工 機械 2 

4 埼玉 熊谷工業 機械 3 

5 埼玉 熊谷工業 建築 3 

6 千葉 東総工 情報技術 3 

7 東京 工芸 デザイン 2 

8 東京 中野工業 総合技術 2 

9 福井 春江工業 機械 2 

10 福井 科学技術 ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 

11 静岡 浜松工業 デザイン 3 

12 静岡 浜松工業 デザイン 3 

13 愛知 岡崎工 土木 1 

14 愛知 刈谷工 機械 2 

15 大阪 市立都島工 都市工学 3 

16 徳島 徳島科学技術 環境科学コース 3 

17 福岡 福岡工業 電子工学 2 

18 福岡 小倉工業 電子機械 2 

19 熊本 鹿本商工 電子機械 2 
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7 海外研修での挨拶 

 

（1） 結団式での生徒宣誓（千葉県立東総工業高等学校 情報技術科 3 年 生徒） 

 

 全国工業高等学校長教会主催第１３回高校生海外研修にあたり、カナダ・バンクー場郊外でホームス

テイを体験し、ホストファミリーや現地の方々との人間関係や生活様式の違いを体験してきます。また、

現地の工場や博物館の見学を通して、技術や異文化を体験してきます。 

 私たち１９名は、この研修を通して海外を知るとともに、自分を磨き、経験と実力をつけたいと思い

ます。不安もありますが、これからの１０日間の研修に一生懸命取り組んでいきます。そして、今まで

以上に大きくなって日本に帰ってきたいと思います。 

  We will do our best to everything! 

 

（2）カナダ人の学生との交流会・さよならパーティ挨拶 

① 福岡県立福岡工業高等学校 電子工学科 2 年 生徒 

Hello everyone!   

 It’s time to say good bye and we feel so sad. Because we had a good time with you. 

 At first, we were thinking if we could get along with Canadian students. Before we came to 

Canada. 

 On the first day, we met Mr.Allan and then we had a class with Canadian students. 

 At that time, they were very friendly, we were very happy. 

 Thanks to this, anxiety is no longer, we were able to open our heart to them. 

 From that time, we went BCIT, UBC, Gastown, Stanley Park, Capilano Suspension Bridge, and 

souvenir shop, further to become friends with you guys, we can now speak English, we felt happy 

whenever we met you guys.  

 Mrs.Field, Mr.Field, Mr.Allan, Mark, Nathen, Alexandra, Josh, Angela and Luke, thank you so 

much! It was very very fun!!  We also would like to meet you someday! We never forget things you 

guys.  

 ありがとうございました。Thank you very much! 

 

② 東京都立工芸高等学校 デザイン科 2 年 生徒 

Dear my host family. 

Thank you for 8days. Sometimes, we could not communicate well in English, but you tried to 

understand, and help us every time. 

And then, delicious meals, nice room, we thank you with respect to all of that. 

In Canada, there was a lot of fresh things for us. So, we will tell to our family and friends these 

things when we get back to Japan. 

We’ll miss you very much. I am most grateful for your warm hospitality. 

Thank you. 

③ 神奈川県立藤沢工科高等学校 木南郁男 校長（The comment of gratitude at a farewell 

party） 

Hello, everyone !  I’m Kiminami as a principal of technical high school in Japan. I would like to  
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express to all of you my deepest gratitude for this program. For our 19 students, it might be 

only a week, it will be the big ”one week & precious memories” in their future. I think they have 

found and learned a lot of things through these experiences with host family and students here. 

They might have learned culture, the way of thinking and doing in Canada and so on. 

Changing myself is not easy for anyone, but environment or this kind of circumstance can 

make it easy.  

Generally speaking, learning steps are knowing difference, understanding the meaning, 

memorizing, trying to do, encountering the difficulty to complete, considering the reason to 

improve the condition by oneself, after that, re-trying and getting small success and confidence. 

I call a series of these activities “Growth Engine”. RCA(Regent Christian Academy) and host 

family have brought well-considered opportunities to 19 students. Again, I really appreciate 

your hospitality and co-operation. 

Thank you so much! 
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8 研修の概要 

 

第 1３回海外研修は、平成 25 年 7月 23日（火）

から 8 月 1 日（木）の 10 日間で実施し、全国の

工業高校生が 19 名参加した。以下に研修の概要

を報告する。 

（１）7月 23日（火） 

 成田空港で結団式後出発、現地到着、ホストフ

ァミリーと対面 

 成田空港第一ターミナル４階待合室で、１３時

３０分から研修生及び見送りに来た保護者を交え

て結団式を行った。研修生の自己紹介では、一人

ひとり不安を隠せない表情が印象に残った。しか

し、生徒宣誓では、「強い意気込みと決意を感じる」

宣誓をしてくれた。 

 

   成田空港内待合室での結団式 

 

成田空港からエアーカナダ 004 便で午後 5 時 40

分定刻どおり出発し、バンクーバー空港に定刻ど

おり到着した。現地時間で 23 日（火）午前 10 時

30 分日本と 16 時間の時差の関係で 23 日を約 2

日分過ごすことになる。 

 バンクーバー空港で現地ツアーコーディネータ

自称「アキコ」さんと合流した。最終日までアキ

コさんにお世話になることになる。 

貸し切りバスでバンクー市内のグランビルアイ

ランドに移動し、公営市場内にあるフードコート

で各自昼食をとった。このとき初めて班行動で、

英語を話してカナダドルを使用した。生徒は皆ド

キドキで昼食を取った。昼食後、バンクーバー郊

外にある研修の拠点校である 

Regent Christian Academy International 

School（以下：ＲＣＡ校）に移動した。 

 

  グランビルアイランド公営マーケット前 

 

ＲＣＡ校では、当該校の担当者である A. 

Allan Visser 氏（以下：アラン）から出迎えの挨

拶をいただいた後に、アキコさんから今後のプロ

グラムやホームステイでの諸注意等についてオリ

エンテーションを受けた。16 時ホームステイ先の

ホストファミリーに学校まで迎えに来ていただき、

アキコさんを通して一組ずつ対面し、挨拶と簡単

な自己紹介を終えた組からホストファミリー宅へ

と移動した。ホストファミリー宅で夕食･シャワー

を頂いて、長い 1 日がやっと終わりになった。 

 

      ＲＣＡ校に到着 

 

（２）7月 24日（水） 

 ＲＣＡ校教員による授業、同校生徒 6名との触

れ合いタイム、ＢＣＩＴキャパス見学，ＵＢＣキ

ャンパス見学、ＲＣＡ校でホストによる送迎 

 朝 8 時 50 分までに研修生はホストファミリー

に RCA 校まで送ってもらい、9 時から午前中 2
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グループに分かれてＲＣＡ校教師二人（フィール

ド夫婦）からコミュニケーション授業等を受けた。 

男性教師の授業：3，4 名のグループに分かれ、Ｒ

ＣＡ校生徒が加わってテキストに従いながら自己

紹介やコミュニケーション会話をする。 

女性教師の授業：教師が用意した質問に対して、

一人ひとり指にテープを巻き取りながら回答し、

テープを巻き終えたところで終了。カナダの伝統

的な歌を教わりながら、皆で合唱した。 

 

 

 

     RCA校での授業風景 

 

両教師とも留学生相手の授業が慣れているようで、

ゆっくりした話し方で分かりやすいので生徒は楽

しく授業を受けていた。途中で班のローテーショ

ンを行った。 

ランチは、ＲＣＡ校の食堂で各ファミリーが作

ってくれたものを見せ合いながら楽しく食べてい

た。 

 午後からＢＣＩＴ校の見学、ＲＣＡ校の生徒 6

名も同行。バスで移動するのだが、移動手段がＲ

ＣＡ校の「黄色いスクールバス」しかも、運転者

は、RCA 校担当者アラン自らドライバーとなり運

転した。研修生は、映画やドラマで見るスクール

バスに実際に乗れて感動していた。 

 

   お世話になったスクールバス 

 

 British Colombia Institute of Technology ブリ

ティシュコロンビア工科大学(以下:ＢＣＩＴ)のリ

ッチモンド校に到着。ここは、航空機に関す多様

な学科があり、管制官業務や機体整備．製作、航

空機エンジン、電装、制御等、ヘリコブターから

小型飛行機、大型ジェット機など様々な機種を扱

っており、生徒は説明場所ごとに驚きの歓声をあ

げていた。 
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    ＢＣＩＴエンジン分解実習室 

 

その後、ＵＢＣへスクールバスで移動。 

ＵＢＣは The University of  British Columbia 

ブリティッシュ コロンビア大学の略称で、カナダ

で三本指に入る大学である。 

この大学の広さは、地図で見ると 1 辺の長さが

2ｋｍぐらいある広大な敷地を有している。その

敷地のほんの一部を散策しただけだが、研修生全

員が広さを実感できた。 

 

ＵＢＣ中央通り（校舎が見えない） 

 

（３）7月 25日（木） 

 アメリカ：シアトル市、マリナーズ球場見学、

航空博物館見学、シアトル郊外のホテルで 1 泊 

 7 時 45 分ＲＣＡ校集合後、アメリカ・シアトル

に向けて観光バスで出発。9 時アメリカ国境到着。

入国審査が厳しいと事前説明があったのでバスの

中から全員緊張状態であったが、特に問題なく全

員通過した。11 時 45 分シアトル市内の宇和島屋

で昼食後、セーフコ・フイールド（シアトルマリ

ナーズホーム球場）球場見学ツアーに参加。イチ

ロ－が昨年まで座っていたベンチを教えてもらい、

皆で記念写真を取った。インタビュールームや記 

イチローの座っていたベンチでポーズ 

者席、特別室など普段入れないところを見学でき

て研修生は大喜びしていた。 

16 時から航空博物館を見学した。ライト兄弟が

製作した飛行機から戦前の飛行機、ジェット機、

スペースシャトルなどの実物や実物大のモデルが

展示されていた。研修生は、このころには英語の

ヒアリング力が向上してきており、ガイドの説明

にうなずく姿を目にするようになった。とにかく

広い博物館なので、短い時間で全部見ることがで

きなかったのが残念だった。 

18 時過ぎに Holiday Inn Seattle-Renton ホテ

ルに到着。 

 
       航空博物館 

夕食は指定のメニューから好きなものを注文して

よいといわれ、ステーキやスイーツを堪能しなが

ら楽しいひと時を過ごすことができた。夕食後は、

班単位で最終日に行う交流会とホストファミリー

とのお別れ会で行う出し物等の企画を考えさせた。 

 

（４）7月 26日（金） 

 シアトルダウンタウン見学、ボーイング工場見

学、カナダ税関，ＲＣＡ校到着 

 

   スターバックス第 1号店で買い物 

 

9 時ホテルを出発し、シアトルダウンタウン見
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学の予定が、スターバックス 1号店を紹介されて、

混んでいたところを皆が並んで買い物をしたので、

市内見学は時間切れとなりボーイング社に向かっ

た。途中ショッピングモールのフードコートで自

由に昼食を取ったが、初日のフードコートの昼食

と違い、好きなものを店員さんに余裕で注文して

食べていた。 

ボーイング社エベレット工場のツアーは、アメ

リカでも人気なので、指定された時間に待機して

いないとキャンセルされてしまうので、12 時ころ

にはボーイング社に到着した。13 時からボーイン

グ社見学。 

工場敷地内を専用バスで移動し、ボーイング「７

４７」「７７７」「７８７」機の生産ラインを見学

した。ガイドの説明が早口で、詳しい内容はほと

んど分からなかったようだが、工場の大きさやそ

こで働く人たちの「自信や誇り」を感じたようで、

とても満足した見学であった。ボーイング・エベ

レット工場内での撮影は一切禁止であったのが残

念であった。 

16 時 40 分カナダ税関に到着。入国審査待ちの

バスが渋滞しており、1 時間以上待たされたが、

日本の学生と知り、書類審査のみで税関を通過で

きた。アメリカとカナダの入国審査の違いを思い

知らされた。 

19 時過ぎ、予定より約 1 時間遅れてＲＣＡ校に

到着し、ホストファミリー宅へ。 

 

    ボーイング社見学先資料映像 

 

（５）7月 27日（土） 

 ホストファミリーと 1日過ごす。 

（６）7月 28日（日） 

 ホストファミリーと 1日過ごす。 

 休日はホストファミリーと同じように過ごして

もらうことになっているので、研修生によって過

ごし方が違う。ショッピングに 3 時間以上かけた

り、海に連れて行ってもらったり、町会のスポー

ツ大会に参加したり、教会に連れて行ってもらっ

たりと多様であった。詳細は、研修生の報告書欄

をご覧いただきたい。 

 

（７）7月 29日（月） 

 キャピラノの吊橋見学、スタンレーパークで昼

食、ギャズタウン見学、バンクーバー市内でお土

産タイム。 

 キャピラノのつり橋は、バンクーバー市内から

スクールバスで短時間で到着した。研修生たちは、

カナダの大自然の一部に触れ、日本の自然環境保

護の大切さを実感していた。 

 

   キャピラノのつり橋を渡る研修生 

 

スタンレーパークに移動し、公園の広大な敷地

の芝生の上で、RCA 校生徒とグループに分かれて

昼食をとりながら英会話を楽しんだ。生徒の感想

の中に、「このときには、カナダ人学生の話す冗談

が理解できたので嬉しくなった。」と記載している

研修生がいた。 

 その後、バンクーバー発祥の地といわれる「ギ

ャズタウン」を見学し歴史ある町並みに昔の開拓

精神の思いに触れられた。 

その日の最後は、研修生皆が待ち望んでいたお

土産屋さんでの買い物タイムである。日本人が経

営する OK Gift Shop で買い物を楽しんだ。ここ

では、カナダドル、アメリカドル、日本円どれで

も OK であったので、研修生のお財布残高の調整

に助かったようである。16 時 30 分ころ RCA 校

に到着し、お土産をいっぱい抱えてホストファミ
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リー宅へ。 

 

（８）7月 30日（火） 

 False Creek Energy Centre 見学、ＲＣＡ校で昼

食後、交流会、お別れ会の準備･練習、ＲＣＡ校生

徒との交流会、ホストファミリーとの送別会 

 午前中は、お世話になったスクールバスで移動

し、最後の施設である False Creek Energy 

Centre を見学した。この施設は、北米初の施設で、

下水熱を利用した再生可能エネルギー施設である。

下水熱再生システムで建物に使われる温水や暖房

の熱エネルギーを供給している。従来の建物から

排出される温室効果ガス排出量全体の約 70％を

減少させることに成功している。 

 

  下水熱再生システムプラントの見学 

 

午後は、RCA 校に戻り、カナダ人学生やホスト

ファミリーとのお別れ会の準備･打ち合わせ、お礼

の手紙作成等を各班に分かれて行った。また、

RCA 校の教師がお別れ会に行う英語での寸劇を

指導してくれた。 

14 時から研修最後の行事としてカナダ人学生

との交流会を行った。研修生代表による RCA 校

生徒へのお礼のスピーチからはじまり、研修生が

各班でブースを作り、折り紙やこま回し、剣玉、

綾取りなどをRCA校生徒に英語で説明しながら、

やり方を教えて一緒に楽しんだ。 

15 時からホストファミリーが加わりお別れ会

を行った。お別れ会の主な流れは、 

①RCA 校担当者アランのスピーチ 

②RCA 校生徒からのスピーチ 

③研修生と RCA 校合同の寸劇披露 

④研修生代表からホストファミリーへのお礼の

スピーチ 

 ⑤海外研修引率代表校長がスピーチ、プレゼン

ト贈呈 

⑥研修生によるお礼の合唱 

 ⑦RCA 校より「研修修了証書」を一人ひとりに

授与していただいた。 

 ⑧軽食･ドリンクで簡単にパーティー 

 ⑨ホストファミリー毎に解散 
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       交流会の風景 

 

ホストファミリー宅では、ホストファミリーが心

をこめたご馳走で最後の夜を過ごし、お互いなご

りを惜しんでいたようである。 

 

  ホストファミリーへの感謝のスピーチ 

 

 

       修了証書の授与 

 

（９）7月 31日（水） 

 8時 30分ＲＣＡ校出発、バンクーバー国際空港

到着後チェックイン、12時 40分定刻どおり出発 

 この日は、カナダでの思いを胸に留め、全員無

事日本に帰るために行動した。チェックイン後、

しばらく時間ができたので、最後のお土産タイム

を設定した。研修生は各自日本にいるような感覚

で英語で話しながら楽しそうにお土産や食べ物を

買っていた。研修の成果が現れていると実感させ

られた。飛行機に乗り込んだ後は、仲良くなった

研修生同士でホームステイのエピソードなど楽し

そうに話していたが、いつしか深い眠りに入って

いた。 
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   ホストファミリーへの手紙（一例） 

 

 

  バンクーバー空港内のモニュメントにて 

 

（１０）8月 1日（木） 

 14 時過ぎ成田空港に予定よりやや早めに到着、

入国審査、その後、到着ロビーで諸注意・連絡等

を行って 3時過ぎに解散。各自、家路に向かった。 

（11）研修生の感想抜粋 

 今年の研修では、研修生一人ひとりにノートを

手渡し、就寝前にその日の出来事や感じたこと、

思ったことなどまとめて記入させ、翌日引率校長

が確認するといった日誌形式で生徒の活動を把握

することにした。 

 ここでは、その一部を抜粋して紹介し、研修の

成果を感じていただければ幸である。 

 

＜生徒の日誌：後半の日程より＞ 

・ ボーイング社の説明をする人の意味はほとん

ど分からなかったけど、工場の中を見ればそ

こで働く人たちの思いは伝わってくるものだ

と思う。 

・ 日本の自動車工場に見学に行ったことがある

けど、その何倍も大きく働いている人がとて

も楽しそうに作業をしていた。 

・ 海外研修もだいぶ慣れてきた。英語も結構訳

せるようになったと思う。 

・ つり橋の構造をめちゃくちゃ知りたかったで

す。 

・ つり橋は高さ 70 メートルなので腰が引けて

足も精神的にも疲れました。怖かったけどカ

ナダの自然を体感できた。 

・ 僕は橋の勉強をしているので、つり橋の構造

など一般の人の知らないところも見られたの

で良かったです。 

・ スタンレーパークでカナダ人学生と一緒にラ

ンチ。英語にも慣れ、カナダ人学生の言って

いる冗談も分かってきたので楽しかった。 

・ 時々伝えられないときがあるけど、話せるよ

うになってきた。 

・ バスの中でカナダ人学生と少し話せるように

なったのが良かった。もっと話したかったが

英語が話せなくてとても悔しい。 

・ お土産屋で日本人店員さんと日本語で話した

ら変な感じだった。 

・ ボーイングで働くにはどうしたらいいのだろ

うと考えた。まず日本で勉強して，ＢＣＩＴ

に入学してボーイング社に入社･･･どのくら

い難しいことなんだろう。 

・ ヒートポンプシステムを見学。2013 年にでき

た施設と聞いてびっくり。最先端技術を目の

前で見られて良い経験になった。 

・ 北米で唯一ＣＯ2 を７０％削減に成功した施

設。下水熱で省エネでき環境にも良いとは知

らなかった。 

・ もうお別れだと思うと悲しくなって涙が出て

きちゃった。感謝！ 

・ ファミリーから「大人になったらカナダに帰

ってきてね。私たち家族だから。」 

・ 手作りのサンキューカードをファミリーに渡

したら、すごく喜んでくれたので嬉しかった。 

・ 多くの人と出会い、同じホームステイの仲間

ができて本当に嬉しかった。 

・ この経験を生かして学校生活を頑張っていき

たいです。 
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・ 10 日間とても短く感じました。 

・ 最初は英語に全然慣れなくて、あまり話しか

けてほしくなかったし、すごく日本に帰りた

かった。だんだん打ち解けて仲良くなること

ができた。本当に嬉しかった。10 日間でこん

なに馴染めるとは思っていなかった。本当に

たくさんの思い出ができた海外研修だった。 

・ すべて初めての経験で、見るものすべて感銘

を受けました。一番何が楽しかったかと聞か

れたら、全てが一番！！これまで日本で経験

したことより何十倍も何百倍もいい経験とな

りました。このプログラムに参加できたこと

にとても感謝しています。 

・ 日本以外の国で生活体験を重ね、視野を広げ

てより豊かな人生にしたいです。 
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９ 生徒報告と感想 

 

The best memory 

北海道立函館工業高等学校 

建築科 3年 生徒 

1． Home stay 

初めはどんな人が私の Familyになってくれるのか

とても不安でした。しかし会った瞬間に笑顔で迎えて

くれたのでとても緊張がほぐれました。10歳の女の子

と 6歳の男の子の 4人家族で男の子に会ってすぐハ

グされました。とても笑顔の絶えない家族でいつも笑

ってばかりの 10日間でした。カナダは夜の 10時くら

いまで外が明るいので夜ご飯はガーデンで食べ、朝

は時間のあるときに食べました。ショッピングや飛行

機ショー・ガーデンでキャンプファイヤー・Beachでバ

ーベキューもしてお家の中に movieシアターもあり、

たくさんの思い出を作れました。また会話で家族み

んなで大笑いしたことも忘れません。とても楽しくて

帰ってきたくありませんでした。 

Familyの子供と grand mother と… 

2． バンクーバー散策 

 グランビルアイランドでの昼食はジュースを飲み、

たくさんの船と高層な建物を見ながら友達と食べまし

た。よくテレビで見る風景を自分の目で見ていると思

うと変な感じでした。 

キャピラノ吊橋は 70mの高さがあり、とても高く揺ら

さなくても人が渡っているだけで結構揺れるのでスリ

ル満点でとっても楽しかったです。この吊橋は 100キ

ロの人がたくさん乗っても大丈夫なように設計されて

いると聞き、安心して渡ることができました。 

スタンレーパークではたくさんの自然やバンクー

バー市内を一望できるところがあり、ダウンタウンで

は普段、日本では見ることのできないオシャレな街並

みをたくさん見ることができました。 

 

スタンレーパークにて 

3． 会社見学 

ボーイング社では飛行機の組み立てが 1から順に

流れ作業で行われていて、飛行機を作っているとこ

ろを初めて見て感動しました。マイクロソフト社はとて

も綺麗でいろんな国からの学生さんたちが多く、たく

さんの設備が整っていました。航空博物館では実際

にヘリコプターに乗れたり、昔から最新のヘリコプタ

ーの歴史などを学びました。 

4． 市内観光 

シアトルではセ－フコ・フィールドという野球場を見

学しました。運よく面白い日本人のスタッフさんがい

て日本語で案内してくれました。普段見ることのでき

ないところも見られ、グランドの芝の緑と茶色、空の

青色がマッチしていてとても綺麗でした。 

スターバックスの第一号店にも行き、そこでしか買

えないものがたくさんあり迷いに迷った結果、Tシャ
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ツとタンブラーを買ってきました。飲み物のカップに

は自分の名前も入れてくれすごく嬉しかったです。 

5． 感想 

 今回初めての海外で不安より楽しみしかありません

でした。英語が話せるかだけが不安でした。だけど

話してみると単語でも理解してくれ、英語を話すのが

凄く楽しくなって学んだことの多い 10日間でした。す

べてが初めてだったので感動も喜びもあり、最後に

は涙もありましたが、今回学んだことを今後の人生に

大きく生かしていきたいと思います。今回の研修で自

分の夢ももっと大きく広がり、英語にもっと関わってい

きたいと思いました。参加できてよかったと思いまし

た。 

また今回の全国各地から来た工業生 19人で行け

て本当に良かったです。 

Familyで行った Beach 

 

 

 

海外研修に参加して 

宮城県気仙沼向洋高等学校 

機械技術科 3年 生徒   

1. ホームステイ 

私を受け入れてくれたCocaファミリーはとても親切

で温かい方々でした。私は英語が話せませんでした

が Coca ファミリーの皆さんは一生懸命わかりやすく

話してくれました。それに応えようと私も必死に考え、

正しい英文になっていなかったと思いますが、単語

を羅列しなんとか伝えられるように努力しました。会

話が成立するごとに達成感を感じ嬉しくてたまりませ

んでした。言葉の大切さを実感しました。ホストマザ

ーが作る料理はとても美味しく毎日美味しく頂きまし

た。好き嫌い無く食べるとホストマザーも喜んでいた

だき、そこから会話のきっかけができたりしました。休

日はバンクーバーの町を案内していただき、海や山

に連れていっていただきました。多くの思い出ができ

ました。また会いに行きたいと思うファミリーでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画館にて 

2. バンクーバー散策 

バンクーバー散策では現地の生徒と一緒にギャス

タウン、スタンレーパーク、キャピラノ吊橋、お土産屋

などに行きました。 

 キャピラノ吊橋ではとても高くて揺れる吊橋を渡りま

した。とても絶景でした。 

お昼はバンクーバーの町並みを見ながらホストマ

ザーが作ったサンドイッチを食べました。バンクーバ

ーは山もあり海もあり町がとても綺麗で移動中には映

画の撮影をしていました。とても住みやすい町でし

た。 

UBCキャンパスにて集合写真 
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3. 会社見学 

今回はボーイング社、航空博物館、BCIT キャンパ

スと UBCキャンパスを見学しました。 

ボーイング社は、今まで見た工場の中で一番大き

かったです。工場の中では私が乗ってきた飛行機の

整備や普段聞けない飛行機の話を聞きました。 

 航空博物館では昔の飛行機から今の飛行機の実

物が展示してありました。実際に機内に入り飛行機の

説明を聞きました。一番驚いたのは音速の何倍で飛

べる飛行機を間近で見学できたことです。飛行機の

歴史を知ることができてとても勉強になりました。 

4．シアトル観光 

 シアトルではスターバックス 1 号店やダウンタウン、

セーフコ・フィールド、ショッピングセンターに行きまし

た。シアトルに行くことをとても楽しみにしていたので

凄い時間の経過が早かったです。 

スターバックス 1号店ではここでしか買えない物が

あり朝早くから長蛇の列が出来ていました。ダウンタ

ウンで買い物をしたかったのですが時間が無くなりあ

まりできませんでした。歩くだけで人から話しかけら

れて日本では味わえない経験ができました。 

セーフコ・フィールドでは球場やベンチ、記者会見

室を見学しました。今回は特別に王貞治ルームにも

入ることができました。実際に選手が使用している所

を見ることが出来てとても嬉しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セーフコ・フィールドにて球場見学 

5. 感想 

今回この研修に参加して初めて海外に行きました。

見るもの全てが新鮮で刺激があり片手にカメラを握り

ながら活動していました。日本とは違い全ての行動

がはっきりしていて積極性にあふれていていました。

日本では感じられない文化に実際に触れられること

がとても良い経験になりました。外から見る日本の長

所短所を知ることが出来ました。日本とは違う食文化

や生活スタイルで生活してみて外国人の体の大きさ

の理由、家族との絆、人生のよりよい送り方など日本

にはない考え方を学べて本当に良かったです。なに

より今回の研修に関わった人全員がとても良い人ば

かりで、Coca ファミリーも現地の生徒も参加した先生

方も含め、このメンバーと出会い同じ空間で同じ気持

ちを共有できたことが一番の経験でした。この研修は

日本で経験したことよりも何倍もの良い経験ができ人

生で一番の思い出になりました。全国、世界に友達・

家族を作ることができて言葉に表わせられないほど

の経験をしました。参加して本当に良かったです。参

加させてくれた家族にも感謝したいです。                       

素晴らしい経験をありがとうございました。 

また会いましょう。 

 

 

 

海外研修を終えて 

茨城県立総和工業高等学校 

機械科 2年 生徒 

1 ホストファミリー 

今回、ホームステイ先が急に変更になりとても不安

だったのですが実際に会ってみるととても優しいホス 

ホストファミリー宅にて 
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トファミリーだったので安心しました。 

休日には教会やショッピングセンターに連れて行

ってくれたので、とても楽しい時間を過ごす事ができ、

有意義な時間の使い方ができたと思います。 

また、夕食などは自分に合うか心配していたので

すがとてもおいしくいただくことができました。 

2 Canada 

初めての海外だったので飛行機からバンクーバー

空港に降りたときにはとても感動しました。BCIT の見

学ではとても良い環境で専門知識を学んでいる姿を

見て羨ましく思い、学校に航空機がおいてあるという

ところに感動しました。キャピラノ吊橋ではぐらぐらと

揺れていてとても面白かったです。また、カナダの街

並みは緑が豊かで芝生などもきれいに整備されてい

るので景観が美しいと感じました。カナダで最後に見

学した下水熱を利用し熱エネルギーを生産している

施設に私は特に興味を持ち、将来はそのような施設

に携わる仕事もしてみたいと考え、また一つ視野が

広がりました。                                       

FCECにて 

3 United States of America 

アメリカでは、最初にセーフコ・フィールドに行きま

した。そこでは、普段見られない所やテレビにも良く

映る場所に入ることができたので感動しました。その

日のホテルではカードキーが壊れていて大変でし

た。 

次の日は、あの有名なボーイング社を見学するこ

とができ、飛行機の製造工程を見てその大きさに圧

倒されたり工場内のレイアウトが工夫されていたりす

るのを見て終始感動しっぱなしで、いい経験になりま

した。 

ボーイング社にて 

4 感想 

初めての海外はとても楽しく良い経験になりました。

また、一緒に海外研修へ参加したメンバーはみんな

向上心があり楽しい人ばかりでした。今回の海外研

修は私自身にとっていろいろな面で大きなプラスに

なったと感じています。ぜひ、後輩にもこの海外研修

を勧めたいと思います。今までの人生で最高の経験

になりました。 

                     Thank you! 

 

 

 

海外研修に参加して 

埼玉県立熊谷工業高等学校 

               機械科 3年 生徒    

1・ホームステイ 

 私は 3 人で一緒にホームステイすることになってい

て行くまで部屋の心配などもありましたが 1人 1部屋

使わせてもらえて、バスルームは 3 つもある大きなお

家でした。お世話になったホストファミリーはインド系

の家庭で毎晩カレーを作ってくれて日本のとは違うさ

らさらしたルーでご飯はインディカ米だったので違和

感があったけど慣れると美味しかったです。最後の

日には辛いカレーを頼んだら作ってもらえて刺激的

なカレーでした。 

3 人一緒に受け入れてくれたことやお父さんがお
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もしろい人だったので毎日笑って過ごせました。 

         ホストファザーと 

2・カナダ 

 バンクーバーではパブリックマーケットやスタンレー

パーク、キャピラノ吊り橋などに行きました。キャピラノ

つり橋ではバンクーバーの自然を感じられました。私

は登山が好きで日本の自然にも触れてきましたが日

本とは違う雰囲気を味わえました。 

 

         キャピラノ吊り橋 

3・ボーイング社工場 

 シアトルでボーイングの工場を見学しました。飛行

機を作っている場所でたくさん飛行機があって移動

にはバスを使うほど大きな工場でした。工場の中はと

ても明るくてきれいでした。働いている人たちは私服

で作業していてヘルメットも被っていませんでした。 

スナックを食べながらパソコンを使っていたりと楽しそ

うに働いているのが印象に残りました。 

4・シアトル 

 シアトルではセーフコフィールドや航空博物館に行

きました。セーフコフィールドではグランドだけではな

く、インタビュールームや VIP ルームなどにも入れて、

特にVIPルームからの眺めは最高でした。私は野球

にあまり興味がありませんでしたが、いつか生で見て

みたいと思いました。 

インタビュールームで 

シアトルにはたくさんストリートミュージシャンがい

てどこからか歌が聞こえてくる素敵な場所でした。  

5・感想 

 私は外国に住むことがずっと夢だったので気にな

ることや体験してみたいことがたくさありましたが、身

をもって経験したり感じることができました。英会話も

思っていたより聞き取ることができて自分の言葉が相

手に伝わるのは嬉しかったです。また私の大好きな

アメリカの音楽のことを現地の人と話せたのはとても

新鮮でした。この研修に参加して外国への興味がさ

らに大きくなり、様々な国へ行ってもっと長い時間を

過ごしてたくさんのことを経験したいと思います。 

あっという間に終わってしまった 10 日間でしたが仲

間や先生、添乗員さんと過ごした時間は忘れられな

い思い出です。 
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海外研修に参加して 

埼玉県立熊谷工業高等学校 

建築科３年 生徒  

1 ホームステイ 

私を受け入れてくれたホストは、とても優しく親切

な方だった。また、お家には馬が３頭と犬が２匹おり、

はじめはとても緊張していたがみんな快く私を受け

入れてくれてとても安心した。家はアンティークを基

調としており、オシャレでかわいく外国らしいお家だ

った。 

夕食は毎回、バランスの採れたおいしいものを作

ってくれた。手伝う度に「ありがとう」と言ってくれたの

がうれしかった。日曜日には日本から持参したカレー

のルウを使って、カレーライスを振る舞った。２人とも、

とっても気に入ってくれてすごくうれしかった。また、

持参して行った日本のお菓子もひとつずつ「これは

なんだ？」と興味深そうに食べてくれた。カレーライス

同様にお菓子も気に入ってくれて良かった。 

ホストとは、一緒に料理をしたり、自転車で海に行

ったり、折り紙をしたりと、本当に楽しく過ごした。その

中でも一番の思い出は、乗馬をさせてもらったことだ。

元々、私は動物が苦手で乗馬なんて自分が出来ると

は思ってもいなかったので、実際に乗らせてもらった

ときはとても興奮した。２匹の犬とも仲良くなれて、以

前の私では考えられないほど動物が好きになった。 

初の乗馬 

最後の夜、ホストが私にプレゼントを用意してくれて

いた。なかには、夕飯で食べたタコサラダの材料とピ

ーナッツバターチョコレートがあった。それは夕飯時

に食べた食事の中で、私が一番気に入っていたもの

で、ホストはそれを覚えていてくれたようだ。そしても

うひとつ、本当にびっくりするものが入っていたのだ。

それは、私がカナダにいる際にホストが撮ってくれて

いた写真をアルバムにしたものだった。本当に本当

にうれしくて涙がでた。最後まで最高なホストファミリ

ーだった。 

2 バンクーバー散策 

カナダに着き、はじめに立ち寄ったのがグランビ

ルアイランドだ。海外で初めての買い物はパブリック

マーケットでのミックスジュース。注文には緊張したが、

その分、味もより一層おいしく感じた。また、マーケッ

ト内はたくさんのお店があり、一歩外に出ると山が望

め、周りにはヨットハーバーがあり、近くには高層ビル

がありと、バンクーバーの街を肌で感じることができ

た。自然と街がうまく融合しており、とても素敵だと思

った。 

専門学校の見学を出来たのは良かった。BCIT で

は敷地の広さや設備に驚かされた。実際に飛行機、

ヘリコプターのエンジンや部品を作り飛ばすことまで

していると知り、日本の専門学校との違いを改めて感

じた。専門的に学ぶには絶好の学校だと思った。 

3 会社見学 

まず、ボーイング社の見学は移動にバスを使った。

飛行機を作っているのだから当然だと思うが、本当

に会社の敷地はものすごく広く圧倒された。内部の

見学は、実際に作業しているところを上から眺めるか

たちで、全体を見渡せてとても面白かった。 

 バンクーバーでは、FCEC という下水熱を利用した

再生可能エネルギー施設を見学した。再生可能エネ

ルギーへの取り組みは世界で広がっているということ

で、そのシステムはとても興味深かったが、説明は勿

論英語のためよくわからなかった。この施設を見学し

て、もっと環境問題に目を向ける必要があると感じ

た。 

 航空博物館には、過去に使われていた飛行機など

が展示してあった。そこには、今では考えられないよ
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うなとても面白い乗り物もたくさんあり、たのしく見学

できた。 

4 市内観光（カナダ・アメリカ） 

 カナダは街の中に緑が溢れており、美しい街だと

感じた。 

 キャピラノ吊り橋では、左右に揺れる吊り橋と高さに

おびえながらもきれいな景色を眺めることができた。 

 

          キャピラノ吊り橋 

 スタンレーパークで持参したサンドウィッチを食べ

た。とても広い公園には馬車も走っており、日本では

見られない光景に驚いた。 

 ギャスタウンのレトロな雰囲気はとても可愛く素敵だ

った。レンガ造りの古い建物、オシャレにディスプレイ

させたショーウィンドウと、どこを見てもワクワクした。 

 シアトルではマリナーズの本拠地であるセ－フコ・

フィールドを見学した。実際にメジャーリーグのグラウ

ンドに足を踏み入れ、ベンチにも座らせてもらい記者

の方の席やスイートルームまで入らせてもらい、楽し

かった。 

セ－フコ・フィールド 

 スターバックスの一号店にも行くことができた。私は、

スターバックスが大好きでいつか行けたらいいなと思

っていたので、本当に興奮した。初代のロゴの入っ

たマグカップを買うことができて大満足だった。 

5 感想・その他 

今回の海外研修が私の初めての海外だった。初

めて行く国に、初めてのホームステイと、たくさんの

初めてに不安があったが、すぐにその不安は消え楽

しく過ごせた。10 日間という長そうでとっても短い

日々は毎日が充実していて、心から楽しいと思えた。 

私はこの研修に参加して、自分のコミュニケーショ

ン能力を確認するとともに、一番大切なのは言葉を

伝えようとする気持ちだということを学んだ。また、自

分から行動しないと意思が伝わらない場所に行くこと

で、積極性や自信を得ることができた。そして、自分

の考えを言葉にすることの重要性をひしひしと感じた。

さらに、異国の文化に触れることで以前の私よりは視

野を広げることができたと思う。 

この研修ではたくさんの出会いがあった。全国から

選ばれて集まった工業高校の生徒と友達になるだけ

でなく、カナダ人学生とも仲良くなれたことはとてもう

れしかった。離れても SNS で繋がれる時代なのでこ

の縁を大事にしたい。 

この研修でさせてもらったこと、全てが私にとって

大切な思い出となった。この経験を忘れず、これから

の進路に活かしていきたいと思う。 

私がこの海外研修に参加する上でお世話になっ

たすべての方と参加することにいち早く賛成してくれ

た両親に感謝したいと思う。ありがとうございました。 

 

 

 

カナダ･アメリカ 10日間の思い出 

千葉県立東総工業高等学校 

情報技術科 3年 生徒 

1 ホストファミリー 

 僕がお世話になったホストファミリーの方々は初対
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面でもとても優しく接してくれました。 

また、僕達の為に専用のトイレやシャワーも用意し

てくれていたのでとても快適に過ごすことが出来まし

た。 

休みの日には教会に行き、皆で歌を歌ったりしま

した。そして、子供たちとは一緒にバスケットボール

をして遊びました。4 人ではしゃいだ時間はとても楽

しかったです。 

 

ホストファミリーとの１枚 

2 バンクーバー見学 

 僕たちはBCITという専門学校を見学したのですが、

主に飛行機の仕組みや技術を学ぶ学校でした。飛

行機を扱う学校なので校内はとても広く設備もしっか

りとしていました。 

  BCITでの集合写真 

キャピラノ吊り橋では、自然が広がっていて空気が

澄んでいました。吊り橋はとても長く、想像以上に揺

れたので写真を撮るのが困難でした。リスなどの小動

物がいると思ったのですが、残念ながら 1匹も見るこ

とができませんでした。 

 スタンレーパークではたくさんのトーテンポールが

ありました。また、野原で皆とお弁当を食べました。昼

食後に海岸へ行き、美しい景色を臨みました。 

 ギャスタウンでは蒸気時計台があり 15分毎に音楽

を奏でます。スマイリーズというお土産屋さんではクッ

キーを購入しました。また、店員さんが日本人だった

のでお買い物もしやすかったです。 

3 シアトル見学 

 マリナーズの本拠地であるセーフコ・フィールドを

見学しました。球場はとても広くグラウンドはしっかり

と整備されていました。 

 航空博物館では、飛行機の歴史についてのお話を

聞きました。たくさんの飛行機が展示されており、そ

の中でも音速で飛ぶという飛行機にはとても魅力を

感じました。 

 ボーイング工場では一般の方々と工場内を見学し

ました。工場内の飛行機は組立途中だったので、普

段僕達が見ている飛行機とは少し違いました。 

 ダウンタウンではスターバックス 1号店に行きました。

1号店のキャラクターは少々気持ちが悪かったです。

また、ここでの景気はとても美しかったです。

 

シアトルの美しい景色 

今回の海外研修で自分自身の英語力を十分試す

ことが出来ました。しかし、現状としてはまだまだ未熟

なのでこれからもしっかりと英語の勉強をしていきた

いと思います。 
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カナダ・アメリカ研修報告 

東京都立 工芸高等学校 

デザイン科 2年 生徒 

カナダ・アメリカでの研修は、初日から長いフライト、

長い一日と、少しハードでしたが、とても充実した 10

日間だったと思います。 

ホームステイというのは初めての経験で、日本で

準備をしているときから不安でいっぱいでした。現地

でも緊張したままホストファミリーとの対面を迎え、な

かなか自分から口を開くことができずにいましたが、

ホストマザーがとても親しげに接してくれたので、少

し不安と緊張が和らぎました。ただ、あまりに私の口

数が少なかったために、滞在中何度かマザーに「恥

ずかしがるのはやめなさい！」と注意されてしまいま

した。 

カナダは本当に自然が豊かで土地も広大、ずっと

先まで長く続くフリーウェイの道路は、日本では見ら

れない風景なので、移動中もずっと景色を楽しんで

いました。全日程を通してスクールバスで私たちをあ

ちこちに連れて行ってくれたアランの運転も、スリリン

グでとても印象的に残っています。 

 

スクールバスとアランの後ろ姿 

 3日目、国境を越えアメリカに入国すると、町の雰囲

気も変わり、また車窓からの景色に釘づけでした。セ

ーフコ・フィールドの見学では、スタンド、グラウンドか

らベンチ、プレスルームまで、普段は絶対に立ち入

れないであろう場所を進み、様々なものを見ることが 

でき感激でした。ちょうどその日、ナイターで岩隈投 

手が先発出場すると聞いて、応援の念をこめてグラ 

ウンドの土を踏みしめました。 

シアトルのホテルで、テレビ中継で岩隈の投球を

見ながら大盛りの食事をいただき、一泊。 

マスメディア専用のプレスルーム 

次の日は、前々から心待ちにしていたダウンタウン

のスターバックス1号店へ行き、コーヒーと限定グッズ

を手にしてすっかり観光気分。その後のボーイング

社工場の見学では、現地の一般の人々と一緒の見

学ツアーで、終始ガイドの早口な英語を聞きとるのに

必死でした。貨物用のエレベーターに乗り込み地下

へ潜っていくのはとてもワクワクしました。 

カナダに戻ってから、土日はホストファミリーと過ご

しました。親戚の誕生日パーティーや教会でのお祈

りなどで、息子のノーブルやその友達の子供たちと

たくさんコミュニケーションをとり、そのおかげで少し

英語での会話にも慣れました。私は小柄なので、行

く先々で子供たちのグループに混ぜられて「遊んで

おいで！」と言われることが多く、年齢を聞かれて「17

歳です」と答えると、皆に驚かれ、カナダ人との体格 

決めポーズのノーブルと 2ショット 
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の差を実感しました。でも、楽しく体を動かして遊ん

だのはとても良い思い出になりました。日曜日には、

ファーザーにダウンタウンに連れて行ってもらい、ノ

ーブルと 3 人で交代しながら写真をたくさん撮りまし

た。 

 

8 日目、カナダ人生徒との交流会、ホストファミリー

とのさよならパーティーで、私はホストファミリーに向

けての感謝の言葉を発表しました。残念ながら私の

ホストファミリーは来ることができず、スピーチを聞い

てもらうことはできませんでしたが、他のファミリーの

皆さんに「良いスピーチだったよ」と声をかけてもらい、

とても嬉しかったです。 

夜、家に帰ってから、ファミリーと一緒にテーブル

を囲んでディナーを食べながら、滞在中にこっそり作

りあげたポップアップカードを渡して、スピーチで伝

えられなかった分の感謝の気持ちを伝えました。 

 

この海外研修に参加したことで、自分の意見や意

思を伝えることの難しさ、大切さを改めて感じました。

言葉がうまく通じなくてやきもきしてしまうときも多く、

まだまだ勉強が足りないなと思いました。ですが、8

日間の滞在の中で、日本とは違う暮らしをし、違う文

化に触れて、たくさんの楽しい思い出と、素晴らしい

体験ができました。きっと、これからの生活に活かせ

る良い経験になったと思います。 

 

 

 

海外研修に参加して 

東京都立中野工業高等学校 

総合技術科 2年 生徒 

1 ホームステイ、ホストファミリー 

 ホストファミリーと対面する少し前にホストファミリー

の変更を知り、とても不安になったけれど、とても優し

くて楽しい家族だった。ちゃんとした英語が話せなく

ても単語などを使って想いを伝えようとすると、一生

懸命理解しようとしてくれて本当に嬉しかったし、伝

わったときは心から喜んだ。家にはよくホストファミリ

ーの親戚や友達が来るけど、みんな私の話をちゃん

と聞いてくれて、色んな人とも会話ができて楽しかっ

た。 

 夕食はよくバルコニーで食べていました。ホストマ

ザーの作る料理はとても美味しくて、外での食事はと

ても気持ちよくて、色んな話もよくそこでしました。 

 そして家には 3歳の女の子と 1歳の男の子がいる

のですが、毎日庭の大きなトランポリンやブランコで

遊んだり、鬼ごっこしたり、疲れるまで遊んでとても仲

良くなれました。 

 

ホストファミリーと 

 休日には、ベリーファームや湖や教会に連れて行

ってもらいました。ベリーファームではホストファーザ

ーの親戚と 15人くらいでワッフルを食べたり動物を

見たりして、みんなとても優しく私に話しかけてくれま

した。 

湖はとても綺麗で周りにもたくさんの木々があって、

とても癒されました。水遊びをしたり、日光浴したり、

本を読んだりとても楽しい時間を過ごせました。また、

私は教会に行くのは初めてだったのですが、想像し

ていたのとはあまりにも違い、驚きました。バンドの演

奏と一緒に歌を歌ったり、話を聞いたり、カジュアル

な感じでした。日本では行くことがないのでとてもい

い経験ができました。 

 最後にホストマザー、ファーザーに Thanks Cardを

渡した。写真やメッセージが飾ってあるところに、一

緒に飾ってもらえて嬉しかったし、ホストファミリーに
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は本当に感謝しています。 

2 バンクーバー散策 

 Canadianの生徒と一緒にキャピラノ吊橋や、スタン

レーパーク、ギャスタウンに行きました。キャピラノ吊

橋はとても高くて、すごく揺れるので、少し怖かった

けど、とても楽しかった。吊橋の下に綺麗な川が流れ

ていて、周りには木々があり、眺めは最高でした。ス

タンレーパークでは、みんなで昼食をとり、Canadian

の生徒ともいっぱい話せてよかったです。彼女たち

は、私たちと行動するとき積極的の話しかけてくれる

ので、とても助かりました。そして仲良くなれて嬉しい

です。 

 

キャピラノ吊橋からの眺め 

3 会社見学(ボーイング社工場、博物館、現地企業) 

 まず、海外の会社を見学することは滅多にできない

し、貴重な経験をさせてもらいました。特にボーイン

グ社工場の見学は、日本ではできないので、とても

面白かったです。ボーイング社では飛行機の組み立

てを見学させてもらいました。外には色んな国の飛

行機があってその中には ANAや JALもあり、まだ日

本で飛んでいないと思うと少し不思議でした。 

 航空博物館では、様々な飛行機があり、とても丁寧

に説明してもらいました。車と飛行機が合体している

面白い飛行機もあったけど、昔の戦争に使われた戦

闘機や戦争のことも説明してもらいました。海外の歴

史も聞けて良かったです。そして、スペースシャトル

で使われる機械や、ジャンボジェット機の中も見学す

ることができました。 

 

航空博物館にて 

 現地企業見学では、下水熱を利用した熱エネルギ

ーを生産しているという会社を見学しました。下水熱

を再利用すると、省エネになり、環境にも良いなんて

知らなかったし、2013年の今年に作られた会社だと

いうのにも驚いた。そして、東京にも同じような下水

熱を利用したシステムがあるらしい。私は知らないこ

とばっかりだったし、今は Southeast False Creekエ

リアだけらしいので、もっと広がるといいなと思った。

そして私も環境問題のことを考えさせられました。 

4 市内観光(カナダ・アメリカ) 

 カナダでは、BCITキャンパスと UBCキャンパスを

見学しました。BCITキャンパスでは、交通工学部の

航空宇宙学関連の施設を見学した。初めて見るもの

ばかりで、興味深かった。特に印象に残ったのは、

先生や本を読むだけではなく、手で触りながら学ぶ

Hands learningが大事だと言っていたことです。他

にも色々な部屋があり、自分たちでエンジンや、飛行

機を触ることもありました。外にはジェット機から、小

型飛行機、ヘリコプターなど 30機程あり、大きなエン

ジンやボディも見させてもらいました。BCITキャンパ

スには航空宇宙学以外にも、ビジネス、健康科学、IT、

製造/産業工学、建築学、環境学などがあるようで

す。 

 アメリカでは、セ－フコ・フィールドとシアトルダウン

タウンに行きました。セフィコフィールドではグラウン

ドに入れてベンチにも座れてとても嬉しかったです。

インタビュールームや解説席、記者席、王貞治の名

前がついたスウィートルームなど、普段見られないよ
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うなところも見学させてもらって、とても楽しみました。 

       セーフコフィールドにて 

 ダウンタウンでは、スターバックスの 1号店に行きま

した。1号店のロゴマークは少し怖かったけれど、行

くことができて良かったです。ダウンタウンには沢山

のお店がありました。あまり見られなかったけれど、

湾の景色も綺麗でした。 

5 感想 

 最初は緊張していましたが、10日間は本当に早く

てとても充実した時間を過ごすことが出来ました。

様々な経験をさせてもらったことにとても感謝してい

ます。これらの経験を活かして、将来に繋げられるよ

うに、より一層勉学に励み、色々なことに挑戦して、

自己研磨していきたいです。そして、ホストファミリー

や Canadianの生徒、19人の工業高校生との出会い

は私の大切な思い出となりました。 

 

 

 

～アメリカ・カナダの旅を終えて～ 

福井県立科学技術高等学校  

テキスタイルデザイン科 2年 生徒  

1 ホストファミリーの思い出 

ホストファミリーと対面し、車に乗った時はとても緊張

して、何を話していいかも分かりませんでした。しかし、

家族皆が優しく温かく迎えてくれたので、笑顔で話す

ことが出来ました。ファミリーが私に話す時はゆっくり

で簡単な単語を選んでくれていたと思うので、理解

出来ました。しかし、ファミリー同士の会話は全くと言

って良いほど分かりませんでした。それが分かったら

何倍も楽しいだろうなと思ったので、これからもっと勉

強して、また会いに行きたいと思います。 

ホストファミリーと 

ビーチや教会、レストランなど、沢山の所に連れて

行ってもらいました。どこも眺めが綺麗だし、広くて素

敵な所ばかりでした。料理も美味しかったし、とても

感謝しています。 

2 カナダの思い出 

 バンクーバー散策で1番心に残っているのは、キャ

ピラノ吊り橋です。カナディアンの学生さんと一緒に

「Shake！Shake!」と言いながら渡るのはすごく楽しか

ったです。それと同時に、カナディアンの学生さん達

と１番仲良くなれたきっかけだったと思います。 

         キャピラノ吊り橋にて 

3 アメリカの思い出 

ボーイング社は、とにかく大きい！という印象を受

けました。飛行機が何台も入るスペースの工場で、し

かもエレベーターは100人くらい入りそうな大きさでし



30 

 

た。驚きの連続でした。パソコンを操作している人、

実際に飛行機に塗装したりしている人など、いろいろ

な仕事がありました。あんなに沢山の人のお陰で飛

行機が丈夫に作られているのだなと思うと、とても感

動しました。 

 アメリカでの 1 番の思い出は、セ－フコ・フィールド

に行ったことです。私はあまり野球に詳しくなかった

のですが、イチロー選手がいたところに自分も来たん

だ！と思うと興奮していました。インタビュー室や、フ

ァンクラブの人が入る部屋など、貴重な部屋に沢山

入ることが出来て、とても嬉しかったです。 

 スターバックス１号店では、そこにしかないとてもレ

アなロゴマークを見ることが出来ました。話に聞いて

いた通り、今のものより少しグロテスクな感じでした。 

 ホテルのレストランでは、メニューから品物を選ぶ

のが大変でした。写真も絵もないので、英語を読解

するしかなかったからです。皆で協力して一つずつ

メニューを見ました。ちゃんと頼んだものが出てきて

良かったです。しかし、予想以上に前菜の量が多く

てびっくりしました。主菜よりも多かった気がします。

デザートのプリンやチーズケーキも日本のものとは比

べ物にならないくらいの大きさでしたが、味は格別に

美味しかったです。 

         セーフコ・フィールドにて 

4 全体の感想 

最初は、全国から集まった仲間たちとちゃんと打ち

解けられるか、カナダで物を失くしてしまったりしない

か、しっかり英語を話せるかなど、不安もありましたが、

引率の先生方やさおりさん、あきこさん、全国から集

まった工業高校生、カナディアンの学生さん、ホスト

ファミリー、出会った方皆さんがとても優しくしてくださ

ったお陰で、そんな不安はすぐに消えました。ご飯

が口に合わなかったり、量が多すぎたり、時差ボケが

直らなかったりと、大変なこともありました。しかし、そ

れら全てを含めて私にとって素敵な思い出です。夢

のような 10日間でした。ありがとうございました。 

 

 

 

カナダ研修の報告              

              福井県立春江工業高等学校 

                 機械科 2年 生徒 

 今回のカナダ研修は自分にとって初めての飛行機、

海外旅行、ホームステイなど初めてづくしでした。 

 カナダについたときに最初に思ったのは、晴れて

いるのに意外と涼しいと思いました。あぁ、ここはカナ

ダなんだなと改めて実感しました。   

 初めてホストファミリーと対面したときは、とても緊張 

ホストファミリーと撮った写真  

しました。しかし、ホストファミリーの人はわかりやすい

英語をしゃべるよう務めてくれて、すごくありがたかっ

たです。 

御飯もたくさん出てきたので、三人で残さず食べま

した。残すのは大変失礼だと日本で聞いたからで

す。   
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ホストファミリーとは海岸に行ったのがとても楽しか

ったです。本当にきれいな海岸線で、沈む夕日がと

ても幻想的でした。土日にはショッピグモールにつれ

ていっていただきたくさん買い物をしました。とても楽

しかったです。                                                                                                                                                            

アメリカのシアトルでは、スターバックス一号店に 

スターバックス一号店より 

行きました。オリジナルロゴマークを使っておりしっ

かり写真を撮りました。お土産もたくさん買って ダウ

ンタウンを去りました。  

そのあとは、ボーイング社の見学に行き、広い敷

地内をバスでの見学になりました。 

中は本当に広くて、未完成の飛行機がたくさんあり、

とても興奮しました。難しい専門用語をしゃべってい

たので理解するのに一苦労でしたが意味をしらべて

みるとすぐ理解できました。帰りのバスは疲れがたま

って寝てしまいました。また、晩御飯のカレーもよりお

いしかったです。 

 BCITの見学では、大きな工場内を見学しました。 

専門学校であり Hand’s on learning 頭で考えたり教

科書を読んでばかりではなく実際に機械にふれたり、

見たりすることという言葉にとても共感しました。本物

の飛行機を見たときの感動はいまでも忘れられませ

ん。飛行機のことなので難しい単語がたくさん出てく

ると思ったけど、わかりやすい言葉を選んでくれたの

でよくわかりました。 

今回の海外研修で自分はまだまだ未熟だと思いま

した。ですが今回の研修で自分の良いところまた、悪

いところを自分なりに見つけられたと思うのでよかっ

たと思います。研修先で会った人達やホームステイ

先の人達がとても明るく毎日がとても楽しかったです。

8 日間本当に充実して楽しい日々を送れました。今

回の海外研修で支えてくださった先生方や両親への

感謝の気持ちを忘れずにこれからも頑張りたいで

す。 

BCITの工場内 

 

 

 

 

 

 

広い世界を見る第一歩 

静岡県立浜松工業高等学校 

デザイン科 3年 生徒 

1 ホームステイ・ホストファミリー 

初日にマーケット見学をした後ホストファミリーと初

対面、ホームステイ生活が始まった。ホームステイは

今回の研修で最も不安な内容だった。でもそれは違

った。ホストファミリーは予想以上に優しく気さくで本

当にいい人たちで快適に生活できた。なによりもホス

トマザーの作ってくれるご飯が美味しくて食に関する

不安は初日の夜に吹き飛んだ。部屋もホテルのよう

な部屋にダブルベッドで快適だった。休みの日には

海へ連れてってくれたり買い物が好きだと言ったらシ

ョッピングモールに連れてってくれたりした。カナダ

にもうひとつの家族ができた気分だった。 
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ホストマザー・ホストファザー 

2 バンクーバー散策 

 キャピラノ吊橋、スタンレーパーク、ガスタウン(ダウ

ンタウン)に行った。カナダは乾燥していて夏なのに

長袖が手放せない気候だった。外に出ているとすご

く気持ちいい風が肌に当たる。ただ日差しは強いが

とても気持ちいい。そんな気候の中散策をすることが

できて経験的に良い影響を与えるだけでなく体にも

良い影響があったと思う。とてもリフレッシュできた。  

吊橋は予想以上に揺れた。わりと侮っていたけど

も高所恐怖症の人には辛いかもしれない。でも自然

がものすごくきれいだった。スタンレーパークには吊

橋にもあったトーテムポールがたくさんあってすごく

可愛かった。敷地がとても広くてまた来る機会がある

ならゆっくりと回りたかった。ガスタウンはダウンタウン

の中でもガラッと雰囲気が変わって情緒ある街並み

ですごくお洒落だった。 

ガスタウン 

お店のディスプレイや看板も個性的で良い刺激を

受けることができた。この散策はカナダ人学生と行っ

たけどみんな気さくで英語が上手いと言えない私た

ちでも分かるように話してくれたり一緒にご飯を食べ

たり本当に楽しい時間を過ごせた。 

3 会社見学 

 ボーイング社はとにかく大きかった。普段は見られ

ないものを間近で見られてよかった。自分が乗った

飛行機が作られている瞬間を見られるのは何とも不

思議な感覚だった。発電所は下水道から…というここ

にしかないものを見られてよかった。 

4 市内観光(カナダ・アメリカ) 

シアトルはカナダと同じで少し肌寒かった。セ－フ

コ・フィールドは中にまで入れて感動した。たまたま

日本人の人が案内してくれたおかげで野球にあまり

興味なくてもおもしろかったしすごくいい経験になっ

たと思う。 

航空博物館はたくさんの飛行機があって見ている

だけでも面白かった。説明はすべて英語だったけど

少しは分かるので話もおもしろかった。ホテルについ

てからの夜ごはんはブッフェだったけど、一品食べる

のにすごく大変だった。物はとても美味しいけど量が

とにかく多い。確実に太る。ただデザートのチーズケ

ーキは本当に美味しかった。 

2日目はスターバックス 1号店とマーケットに行っ

た。スタバが大行列でスタバで買い物するだけで時

間が無くなってしまったけど、これも人生で経験する

のは今回しかないと思うと行けて良かったと思う。 

その後ボーイング社に行った。 

スターバックス 1号店 

5 感想 

 今回の研修は行くまでにたくさんの不安があった。
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初めての海外、初めてのホームステイ、初めて会う仲

間…何が必要で何がいらないのかも分からないそん

な状態だった。でも、初日に全国からきた仲間に会

った時に不安はほとんど吹き飛んだ。今思うと海外で

の研修という経験ができたことも本当に素晴らしいこ

とだけど全国に友達ができたということが本当に良か

ったと思っている。今回の研修で将来海外に行くとい

う選択が明確に見えてきて行って良かったと本当に

思った。 

 

 

 

海外研修に参加して 

静岡県立浜松工業高等学校 

デザイン科 3年 生徒 

1 ホームステイ、ホストファミリー 

病気ということで当初の予定とは違うホストファミリ

ーのところへ行くことになって心配でしたが、優しく愉

快な人たちでとても安心しました。家もとても広くて綺

麗で外国らしい家だと思いました。最初は英語を聞

き取るのも難しかったですが、だんだん慣れていっ

て、最後には会話できるようになってよかったです。  

お互いの国の文化の違いを話したり、一緒に買い

物や公園にも行きました。バスケをしたりマクドナルド

に行ったりしてたくさん遊びました。とても楽しかった

です。 

 

ホストファミリーと 

2 バンクーバー散策 

キャピラノ吊り橋がすごく揺れました。木とかも日本と

違った種類の木が多くて新鮮でした。バスからハリウ

ッドの映画撮影の現場を見ることができてラッキーで

した。バンクーバーのダウンタウンは街並みがほんと

に可愛かったです。外国って感じでした。お土産屋

もたくさんあったので助かったし、可愛いのばかりだ

ったのでたくさん買ってしまいました。 

キャピラノ吊り橋 

3 シアトル観光 

アメリカはカナダより都会でした。本場のハンバーガ

ーを食べたけどやっぱり大きかったです。セ－フコ・フ

ィールドで選手が実際に座っているベンチに座れて

嬉しかったです。スターバックスの 1号店は混んでい

たけど、行くことができて嬉しかったです。 

 

セーフコ・フィールド 

4 感想 

行く前は英語がとても不安だったけど、現地の人

は私たちの言いたいことを理解しようと努力してくれ

たし、私たちに分かりやすく話してくれたので、コミュ

ニケーションをとることができました。日本とは違った

気候や文化に最初は戸惑ったけど、体調を崩すこと
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もなく、楽しく 10日間を過ごすことができたので本当

によかったです。 

 

 

 

～カナダの文化に触れて～ 

愛知県立岡崎工業高等学校 

土木科 １年 生徒 

１ ホームステイ、ホストファミリー 

 Pereraさんのお宅で約 10日間お世話になった。家

族は、4人家族で 14歳の Lashan くんと 10歳の

Ashaniちゃんがいた。 

ホストファミリーと一緒 

 Lashan と Ashani とはラクロスをしたり、折り紙を折っ

たりして遊んだ。ある日、Lashanと一緒に犬の散歩に

行ったときに嬉しい出来事があった。散歩中、Lashan

がポケットから手を出した時に、一緒に昨日作ってあ

げた（折り紙の）手裏剣が落ちた。その時、Lashanは

「いつか作れるようになりたいな」と言ってくれた。大

切に持っていてくれて嬉しかった。カナダに行く前に、

日本で折り紙の練習したかいがあったなぁと思った。 

ホストマザーとは、映画を見た。いつも、「Are you 

tired?」と体を気遣かってくれた。休日は、ホストファ

ザーが、バンクーバー市内を車で案内してくれた。と

ても、優しい家族で、研修中の疲れを癒してくれた。 

2 カナダ 

 とても涼しく、日中 22℃位で過ごしやすく、朝は肌

寒いほどだった。街並みがとても綺麗で、テーマパ

ークの様だった。道路は、制限速度が高めでガード

レールが少なく、驚いた。 

 キャピラノ吊り橋は、1989年に作られて、長さが約

137ｍで高さ 70ｍあり、ゆらゆら揺れるので、スリルを

味わうことが出来て、楽しめた。 

キャピラノ吊り橋にて 

しかし、吊り橋には人数制限がなく、大丈夫かなぁと

少し心配になった。 

自然がとても豊かで気持ちがよかった。また、ゴミ

が一つも落ちていなくて、感心した。渓谷美が楽しめ

て、よかった。 

3 アメリカ 

 カナダからアメリカへの入国審査で指紋や顔の写

真を撮るのだが、入国審査官の言葉が理解できず、

苦労した。 

 カナダとアメリカは隣どうしの国だが、アメリカは銃

規制がなく日本とは違う考え方を持っていることを思

い知らされた。早く穏やかなカナダに戻りたい！と思

ったくらいだった。 

4 航空博物館 見学 

 僕の中でおもしろかったのが航空博物館だった。

航空博物館では元パイロットの方が案内してくれ 

た。その方の話の中で最も印象に残ったのは「コンコ 

ルド」という飛行機。事情で、今は飛行してないが、ア 

メリカとロンドンを当時約 4時間で飛行する高速飛行 

機だ。現在は、7時間位かかる。約 45年前から人々 

にこんな技術があったことに驚いた。 
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航空博物館 コンコルドの前にて 

5 カナディアン 

 カナディアン（カナダ人）は優しかった。人込みで

ぶつかって「Sorry」というと「It’s OK」や「No problem」

などと必ず言ってくれた。また、気さくな方が多く、「ど

こから来たの？」と話しかけられたことも多々あった。 

アランさんとスクールバスの前で一緒に 

6 最後に 

 今回の海外研修に参加し、世界共通語である英語

がいかに大切かがよく分かった。そして、自分の英語

能力のなさをよく理解することが出来た。電子辞書で

調べたり、単語をつなぎ合わせたりして、一生懸命英

語を話しても伝わらなかった。 悔しい思いを何度も

した。しかし、そんなたどたどしい僕の英語を向こうの

人は聞いてくれ、嬉しかった。 

この 10日間とても有意義な研修を送ることが出来

た。本当に毎日が楽しく、あっという間だった。この楽

しい日々がおくれたのは、18人の仲間と引率の校長

先生、旅行会社の添乗員さん、現地のガイドさん、岡

崎工業高校の先生方、両親のおかげたと思う。 

今回の海外研修で学んだことを、今後の人生に生

かしていきたい。 

 

 

 

初めてのことばかりの海外研修 

愛知県立刈谷工業高等学校 

機械科 2年 生徒 

1 外国 

 カナダ 

とても広く、自然豊かなカナダのブリティッシュ・コ

ロンビア州はこの夏の時期以外はほとんど雨だそう 

キャピラノ公園にて 

です。今年は特に天気に恵まれ、とても良い日々が

送れました。見た感じよりはるかに広いおうち、たくさ

んの自然、いろいろな人々、感覚・表現の違い、生

活習慣の違い。一番驚いたのが食の違いを自分の

舌で感じることができました。このすべての経験のひ

とつひとつが、私にとって異文化を感じるかけがえの

ないものとなりました。 

 アメリカ 

アメリカのシアトルもカナダのブリティッシュ・コロン

ビア州と同様に雨ばかりだそうです。シアトルでは、

飛行機で有名なボーイング社や、野球のシアトルマ

リナーズの本拠地セ－フコ・フィールドの見学をしま

した。私は野球場が初めてでその広さに驚きました

が、東京ドームと同じくらいの広さだそうです。 
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毎日手入れされているグラウンド 

2 会社見学 

ボーイング社の見学をしたときは、そのスケールの

大きさに驚きました。広さ、大きさ、構成など私の感覚

とは全然違いました。飛行機の作られる行程や整備

などに興味があったので、見学という貴重な経験が

できて本当に良かったです。 

バンクーバー現地の工場は、再生可能エネルギ

ーの一つである下水熱を利用した熱エネルギーを生

産して、地域のエネルギーとして供給している工場

でした。私のイメージの工場よりは広くなく、臭くなく、

こざっぱりしたところでした。 

3 ホストファミリー 

私のホストファミリーは、お父さん・お母さん・12 歳

の息子・9 歳の娘の 4 人家族でした。ホストファミリー

は、全然英語が喋れない私を温かく迎えてくれまし

た。休みの日には海や親戚の家でのパーティに連

れて行ってもらいました。子供達が水泳をやっていて

一緒にプールに行ったり、公園にサイクリングに行っ

たりもしました。 

折り紙を日本から持って行ったのですが、息子が

折り紙好きだとわかり良かったですが、私は折り方を

すっかり忘れてしまいました。そして、折り紙の本を

持って行かず、かすかな記憶を頼りにしていたため

息子に「何か教えて！」と言われてもあまり教えてあ

げられなかったのが心残りです。娘はキティちゃんが

大好きでした。 

2人とも本当に可愛かったです。 

 

さよならパーティで 

4 感想 

私はこの十日間という決して長いと言えないような

時の中でいろいろな異文化にふれる事ができまし

た。 

それは、お金を出してくれた祖父、応援してくれた

周囲の人々、カナダやアメリカでお世話になった

人々など、たくさんの人の支えがあってこそだと思っ

ています。いくら感謝しても足りません。この経験を

自分のこれからに繋げていけるよう、頑張っていこう

と思います。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 

Good ten days 

大阪市立都島工業高等学校 

都市工学科 ３年  生徒 

1 バンクーバーにて 

僕は海外に行くのは今回が初めてでした。だから、

バンクーバーに着いたときは「これがカナダの空気か

～」「カナダ人は、皆、背が高いな～」などバンクーバ

ーで見た一つ一つのことに驚いてしまいました。 

バンクーバーは、とても自然が豊かでゴミが 1 つも

ありませんでした。後にホストマザーに聞いたところ

カナダ人にとってゴミを捨てることは常識で、逆にポ

イ捨てをする人はカナダ人でないように見られるらし
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いです。また、ゴミ箱の量もかなり多かったので、い

つでもゴミを捨てられるようになっていました。「ここの

ところが日本と違うな」と思いました。 

カナダ人学生との交流は、とても英語の勉強にな

り面白かったです。 

 

カナダ人学生とバス内にて 

観光した先では、キャピラノ吊橋はとても揺れたの

で酔いかけました。「とても長いあの橋をどうやって作

ったのか？」と考えた結果、もしかしたらペットボトル

ロケットを使って端から端までワイヤーを飛ばしたの

ではないかと思います。 

2 シアトルでは 

シアトルは、まさに芸術的な町でした。あの町の形、

道路の広さ、ビルに落書きされた絵どれもが芸術的

でした。 

 シアトル一日目では、マリナーズのセ－フコ・フィー

ルドに行きました。さっそく球場を見たときは驚きまし

た。 

芝生屋の人たちが、毎日しっかりと手入れしてい

いるようです。「だからマリナーズの選手はいつも最

高のプレイができるんだな～」と思いました。 

セ－フコ・フィールドの記者会見ルームにて 

ボーイング社では、飛行機の仕組みや飛行機が

作成される順序などの説明を受けました。初めて飛

行機の中を見学した時は、驚きました。精密機械が

たくさんあって、一ミリでも間違えたことをするとすぐ

故障するのがわかりました。 

 航空博物館の屋内では飛行機に関する歴史をたく

さん見ることができ、屋外ではもう廃棄された飛行機

がありました。また、ガイドの人もゆっくり英語を喋っ

てくださったのでわかりやすかったです。 

3 ホームステイ 

 ホストファミリーには、本当に感謝しています。僕は

初めから積極的に喋ったので、初日からコミュニケー

ションをとることができました。またわからない英語が

あれば電子辞書をフルに活用して喋りました。それ

でもわからない時は、一緒にホームステイした仲間に

聞いて教えてもらいました。 

 ホストファミリーは、14歳の息子のラシャンと10歳の

娘のシャニーと両親の四人家族でした。 

休日は、ホストファーザーがスタンレーパークへ連

れて行って下さいました。スタンレーパークはとても

美しい街で、日本では決して見られない町でした。 

それ以外にもたくさん連れて行って下さいました。ま

た、とても優しくしてくださいました。だから、別れの

時はとても寂しく感じてしまいました。 

ホストファミリー宅にて 

4 感想 

 この研修ではホストファミリーやカナダ人学生以外

にもたくさんの人に出会いました。添乗員のサリーさ

んやアキコさんや 2名の校長先生やシアトルのウマミ

ヤで出会った日本人のおばちゃんやセフィコフィー

ルドのテッドなど数えきれないほどの人たちと出会え
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ました。この出会いは僕にとってプラスになることば

かりでした。 

 たくさんの人たちと出会ううちに、自分なりに気づい

た事があります。それは、相手と話すときは、常に、

笑顔を忘れずにしゃべるということです。自分が笑顔

でいると相手は「あの人はいい人そうだな～」と思っ

てくれるのです。ですので、笑顔はとても大切だと思

います。 

 最後に、また、カナダに行くことができれば、もっと

英語力を磨いて流暢に会話できるようになってから

行きたいものです。 

 

 

 

カナダ・アメリカ研修で感じたことや分

かったこと 

徳島県立徳島科学技術高等学校 

環境科学コース ３年 生徒 

1 ホームステイについて 

 私はこの研修で初めて海外に行きました。 

なので、行く前はホームステイどころか、日常での

英会話もうまくできるかどうかの心配でいっぱいでし

た。しかし、実際にホストファミリーに会ってみると、ゆ

っくり、はっきり喋ってくれるので簡単に理解すること

ができました。 

ホストファーザーと 

ホストファミリーはインド系で、夕食はほとんどカ

レーでした。しかし、毎晩同じではなく、スープカレー

やチキンカレーで、毎晩飽きませんでした。 

また、カナダの人々は日本人に比べ、映画をよく

見ることは驚きました。私のホストファミリーに限ったこ

とかもしれませんが、インド映画が多い気がしました。 

2 カナダについて 

 今回私たちはバンクーバーの家庭にホームステイ

しました。バンクーバーというと、2010年の冬季オリン

ピックの開催地やアメリカのニューヨーク、ロサンゼル

スに次ぐ映画撮影が盛んな都市です。そのため、た

くさんの観光地があります。 

ギャスタウンにて 

キャピラノブリッジ、スタンレーパーク、チャイナタウ

ン、ギャスタウンなどがあり、特に印象に残った場所

は、ギャスタウンです。ここには 15分ごとに蒸気を噴

き上げる有名な時計があり、街並みも昔ながらで素

晴らしかったです。また、街の一角で日本人が経営

するお土産店もお手頃な値段でメイプルシロップや

お菓子が買えたのがありがたかったです。 

3 アメリカについて 

 アメリカへはカナダ国境を越えて入国しました。アメ

リカに入国するのは、カナダに入国することよりも厳し

いことを知りました。なぜならアメリカに入国する際、

両手の指紋をとられる上にパスポート、荷物検査もあ

り検問所ではカメラ持ち込み出来ないという厳しい検

査だったからです。 

アメリカではおもにシアトルを観光しました。シアト
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ルではマリナーズのホームスタジアムであ 

るセーフコ・フィールドを見学しました。

 

セーフコ・フィールドにて 

現在マリナーズで活躍している岩隈選手を見るこ

とはできませんでしたが相手チームのツインズのウォ

ームアップを見ることはできたので良かったです。 

ダウンタウンにはスターバックス本店があり、そこで

しか買えないグッズがたくさんありました。 

4 感想 

 この研修の説明会ではホームステイの人種によっ

ては、放任主義で、学生との間にトラブルが発生する

ことがよくあるということを説明されましたが、幸い私

のホームステイは素晴らしい部屋と食事を提供してく

れました。そして決して学校の英語では習えない英

会話に触れることができました。 

また、バンクーバーの現地学生だけでなく、日本

全国の工業高校生とも友達になれたことでより良い

経験となりました。 

バンクーバーを体験して、もう一度バンクーバーに

行きたいと思いました。 

 

 

 

最高の思い出研修（カナダ・アメリカ） 

福岡県立福岡工業高等学校 

電子工学科 2年 生徒 

１ ホームステイ＆ホストファミリー 

 最初、僕はアメリカ系のホストファミリーだと思い、と

ても緊張していました。しかし、ホームステイ先のホス

トファミリーはコリアンの人でとても優しく、家族にル

ールはないと言われた時はとても楽しく過ごせると思

いました。 

 英会話の面ではあまり聞き取れませんでしたが、知

ってる単語がいくつか出てきたので後は勘を頼りに

ホストファミリーと話しました。日が経つにつれて聞き

取りやすくなり、僕も自然と英語を話せるようになって

いました。 

 コストコやトイザらス、教会、祖母の家に連れて行っ

てもらいましたが、ビーチに行く予定が疲れで睡魔に

襲われて、いけませんでした。しかし、学校でたくさ

んバスケをしました。

 

温かいホストファミリー 

2 カナダ、バンクーバーについて 

 初めに BCITを見学しました。そこでは航空や飛行

機の説明を英語でして頂き、色々ツアーしました。正

直何を言っているのかわからず、少ししか理解できま

せんでした。次にUBCを見学しました。色々散策し 

BCITにて 
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ながら、ショップにいき、そこでしか手に入らないＴシ

ャツなどを購入しました。キャピラノ吊橋では、初めに

長さ 70 メートルもある吊橋を渡り、そのあともたくさん

の吊橋を渡ったので少し酔いかけました。しかし、貴

重な体験だったので、とても楽しかったです。お土産

屋さんにも行って、合計で100ドル以上の買い物をし 

てしまいました。 

3 アメリカ、シアトルについて 

 カナダからアメリカに行くときの入国審査ではとても

怖いイメージがあったのですが、行ってみると警察の

人はみんな優しく、スムーズにできました。昼食場所

ではダブルチーズバーガーを食べました。普通サイ

ズなのにとても大きくて、一個だけでおなか一杯にな

りました。 

 そして、バスに乗りセ－フコ・フィールドに行きまし

た。ガイドさんはなんと日本人で普通は入れないマリ

ナーズ球場の裏に入り写真もたくさん撮ることができ

ました。ここは本当に貴重でした。次に航空博物館

へと移動をし、そこでは英語で詳しく説明をして頂き

ながらツアーしました。 

翌日、シアトルのダウンタウンにいき、そこはスターバ

ックスの発祥地でもあり、そこでしか手に入らないタン

ブラーや飲み物を購入しました。次にボーイング社

に行きました。そこでは、とても速い英語の説明で全

くと言っていいほど聞き取れませんでした。しかし、

前からボーイングについては調べていたので、とても 

楽しむことができました。 

 

セ－フコ・フィールドにて 

４感想 

 僕はカナダ・アメリカに行くのは生まれて初めてで、

最初はとてもとても不安でした。しかし、みんな優しく

て、とてもフレンドリーで、それによって不安は一気に

吹き飛びました。たくさんホストファミリーには迷惑を

かけてしまったけど、人生で最高の思い出になりまし

た。将来の夢はアメリカで活躍することなので、この

研修のおかげで夢への第一歩を踏み出すことがで

きました。本当にありがとうございました。とてもとても

感謝しています。またカナダ・アメリカに行きたいで

す。 

 

 

 

海外研修に参加して 

福岡県立小倉工業高等学校 

電子機械科 2年 生徒 

１ ホームステイについて 

 ホームステイでは、当初の予定していたホストファミ

リーが急遽変わり少し不安でしたが、実際に会い、お

世話になると、面白く暖かい家庭で安心しました。 

 家族は４人で１７歳の兄と１５歳の妹がいました。一

緒にお世話になったH君(茨城県立総和工業高等学

校)と私は、家族と一緒にバスケやフリスビーをしたり、

映画鑑賞をしたりと楽しい時間を過ごしました。週末

は、地域の団体とスポーツフェスティバルを行ったり、

教会の代わりに映画館を借りて行われた礼拝に参加

し、日本とは違う文化を味わいました。 

 ホストファミリー宅にて 
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家族との会話が増える中で、冗談も交えながら質

問をしたりして、笑いが絶えませんでした。その半面、

もっと話したい、もっと分かりあいたいという気持ちか

ら、英会話能力が必要だと思いました。これから、授

業などを通してさらに英語が話せるように力をつけた

いです。 

２ バンクーバー散策にて 

 バンクーバー散策では、現地の学生と一緒に行動

し、会話やカナダの観光を楽しみました。 

 キャピラノ吊り橋やスタンレーパークを観光しました

が、とても広大な敷地に感動しました。自然豊かなと

ころで野生のアライグマも見ることができました。また、

ダウンタウンでのおしゃれな街並みで、買い物をする

こともできました。 

 観光地だけでなく、ブリティッシュコロンビア州の公

立大学 British Columbia Institute of Technology リッ

チモンド校の見学もありました。キャンパス内は、 

ＢＣＩＴキャンパス内 

飛行機のエンジンや部品、そして本物の飛行機がた

くさんあり、充実した設備に驚きました。説明の際に

出てきた「hands of learning」という言葉が印象的で、

私たち工業生と同じで、書いたり聞いたりするだけで

なく、実際に手で触って学ぶことの重要性を再認識

しました。 

 

３ シアトルにて 

 シアトルの滞在では、ボーイング社工場見学と航空

博物館が印象的でした。ボーイング社では、カメラ撮

影ができなかったのが残念でしたが、工場の大きさ

に圧倒されました。見学中の説明は少ししか理解で

きませんでしたが、良い経験になりました。 

 ほかにも、マリナーズの本拠地、セーフコ・フィール

ドに行きました。イチロー選手が座っていたベンチに

も座ることができました。また、ＶＩＰルームにも入るこ

とができ、貴重な体験となりました。 

スターバックスの第１号店にも行き、忘れられない一

日となりました。 

セーフコ・フィールドにて 

４ 感想 

 カナダに着いた時、日本のような湿気がなく、その

代わり日ざしが強かったです。それでも、日陰にいる

とかなり涼しく、自然豊かな場所であるカナダはとて

も過ごしやすいと思いました。 

 カナダには、多くの人種の人がいて、どの人も親切

で、フレンドリーでした。少しすると、英語の聞き取り

も慣れ、話す時も、単語で十分会話でき、会話をす

るのがとても楽しかったです。 

 この海外研修に参加することで、将来の視野が広

がり、海外に対する興味も増えました。ぜひ、他の人

にも経験してもらいたいと思うのと同時に世界にもっ

と視野を広げるべきだと感じました。今後もこの研修

で学んだことを生かしていきたいです。 

 もう一度カナダに行きたいと思うほど、良い経験が

できました。このような機会を作ってくださった方々に

感謝致します。ありがとうございました。 
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海外研修に参加して 

熊本県立鹿本商工高等学校 

電子機械科 2年 生徒 

１ ホームステイ 

 私を受け入れてくれた家族は、みんな優しい方達 

でした。家は綺麗で、とても過ごしやすい環境を提供

してくださいました。 

ホストマザーの作る料理は、栄養バランスを考えて

下さり、美味しい料理でした。ホストファミリーは、気さ

くな方達で、心落ち着ける空間をつくって下さいまし

た。また、家族でＢＢＱをしたときは、日本とは違い、

肉の大きさに驚きました。 

ホストマザーの息子と 

２ バンクーバー 

 バンクーバー散策では、有名な観光地へ行く事が

できて、とても貴重な体験が出来ました。カナダの街

の様子や、広大で豊かな自然を目の当たりにして、

スケールの違いに感動しました。また、キャピラノ吊

橋は、今まで体験した事のないくらいの長さで、とて

も高く足のすくむ程のものでした。 

３ 会社見学（ボーイング社） 

 ボーイング社を訪問し、まず会社の規模に驚かさ

れました。とても大きな工場の中で、なじみの深い

様々な機体が製造されている工程を見学できました。

会社の周りにはたくさんの機体が展示してあり、コン

コルド等の普段見ることのできない飛行機を見ること

ができました。 

 

 

超音速旅客機コンコルド 

４ 市内観光 

 市内観光では、スタバ 1 号店やセーフコフィールド

（マリナーズの本拠地）に行き、充実した時間を過ご

すことができました。 

特に、スターバックスコーヒー1 号店では日本とは

ロゴが違うことなどの発見をすることができました。 

 

スタバ 1号店にて 

５ 感想 

 私はこの研修で様々な人たちと出会い、色々な場

所に行き、文化の違いや人の温かさを感じることがで

きました。また、ホストファミリーや研修を通じて知り合

えた友達との思い出はかけがえのない貴重なものに

なりました。この経験を今後の進路選択や学校生活

に活かしていきたいと思います。 
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10．結びに 

 第13回研修は募集人員を超える30名の応募があり、選考で人員を絞らざるを得なかった。そのため、今年度

から定員に余裕がある場合には先生方にも参加して頂く事も企画しましたが、実現できませんでした。せっかく

応募して頂きながら参加できなかった生徒、先生には残念なことになってしまいました。 

実施した結果については、基本的には昨年度と大きく内容は変わっていませんが、大変好評であり満足のい

くものであったと考えています。 

参加者は、研修内容もさることながら、全国の工業高校生が集まって交流ができた事もよかったと言っていま

す。本事業はこの面からも有意義と考えています。 

今回の研修報告書は、本協会のHPに掲載する予定です。 

第 14回海外研修に向けては、参加者のアンケートや感想をもとに、国際化推進委員会の先生方を中心に企

画することになります。今後の国際化推進事業の充実のため、引き続き皆様のご支援ご協力をお願いいたしま

す。 
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11 アンケート結果 

1 どうして知りましたか                       2 期間はどうでしたか 

 

3 研修の内容で良かったものは何ですか 

 

 

                     国際化事業推進委員会委員 

委員長  渡邉裕治（千葉県立京葉工業高等学校長） 

委 員  加藤秀次（東京都立墨田工業高等学校長） 

木南郁男（神奈川県立藤沢工科高等学校長） 

市川一孝（埼玉県立狭山工業高等学校長） 

事務局   木暮守雄（全国工業高等学校長会事務局長） 

瀧上文雄（全国工業高等学校長会事務局次長） 

引 率  加藤秀次（東京都立墨田工業高等学校長） 

木南郁男（神奈川県立藤沢工科高等学校長） 
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